
第５学年１組 社会科学習指導案 

令和３年１１月１９日 

串間市立大束小学校 

授業者  中村 健太 

１ 単元名 

  「日本の貿易とこれからの工業生産」 

２ 単元の目標 

知識及び技能 

○ 工業生産に関わる人々は、消費者の需要や社会の変化に対応し、優れた製品を生産する

よう様々な工夫や努力をして、工業生産を支えていることを理解することができる。 

○ 貿易や運輸は、原材料の確保や製品の販売などにおいて、工業生産を支える重要な役割

を果たしていることを理解することができる。 

〇 地図帳や地球儀、各種の資料で調べ、まとめることができる。 

思考力、判断力 

表現力等 

○ 工業の種類、工業のさかんな地域の分布、工業製品の改良などに着目して、工業生産の

概要を捉え、工業生産が国民生活に果たす役割を考え、表現することができる。 

〇 交通網の広がり、外国との関わりなどに着目して、貿易や運輸の様子を捉え、それらの

役割を考え、表現することができる。 

学びに向かう力、 

人間性等 

〇 工業生産、工業製品の役割、貿易や運輸の役割などについて予想を立てたり、各種の資

料で調べたり学習を振り返ったりして、学習問題を追究し、解決しようとしている。 

３ 単元について                   ４ 児童について 

 本単元は、学習指導要領第５学年社会の内容（３）

ア(イ)(ウ)、イ(イ)(ウ)に基づいて構成されたもので

ある。本単元では、貿易や運輸、工業生産に関わる人々

の工夫や努力などに着目して、資料を使って調べ、今

後の工業生産について自分の考えをまとめる活動を通

して、工業生産が国民生活の向上に大きな役割を果た

していることを理解することをねらいとしている。 

具体的には、日本の貿易の実態を地図や資料から読

み取ったり、調べたりして外国とのつながりについて

考えを深めていく。さらに、日本の工業を支える中小

工場の仕組みやそこで働く人々を調べることを通し

て、工業製品の発達には、働く人々の工夫と努力を捉

えられるようにしていく。さらに、これからの工業生

産の発展について自分の考えをまとめることで、考え

を深めていけるようにしたい。 

 このように、児童が工業生産について調べる活動を

通して国民生活の向上に果たす役割について考えてい

くことは、本主題の「自ら学び、考え、社会を拓こう

とする子ども」を育成する上で意義深いと考える。 

  本学級の児童１９名は、これまでの学習で、学習問

題を設定して、教科書や資料集を使って読み取りを行

い、解決する学習を行ってきた。資料の読み取りにつ

いては、写真やグラフ等を見て、そこに書かれている

事実を読み取る力は身に付いてきている。しかし、学

習問題につながる社会的事象を探したり、複数の資料

を関連付けて考えたり、見つけたことから分かること

を表現したりすることが苦手な児童も多く、社会的事

象の意味について考える力が十分に育っているとは言

い難い。 

 これまでの学習では、農業や水産業と私たちの生活

について学習してきた。そこでは、生産者の様々な工

夫や努力を学んだり、農業や水産業をめぐる問題があ

ることについて知ったりすることを通して、自分たち

の生活との関わりについて考えてきた。 

 本単元に関する事前アンケートをとったところ、児

童は、身の回りにたくさんの工業製品があることは知

っていたが、工業製品に対してあまり興味・関心は高

くないことが分かった。 

５ 本単元における具体的な指導の手立て【◎は思考力・判断力・表現力を育む指導の手立て】 

◎ 学習問題につながる社会的事象を焦点化して考えさせるために、複数の資料を使って読み取りを丁寧に行い、

関連付けて考えることができるようにする。 

〇 中小工場について学習する段階では、串間市にある中小工場で働く方の話を聞くことで、自分たちの住んでい

る町でも工夫や努力をしている人たちがいることについて理解を深めることができるようにする。 

〇 工業製品に対する興味・関心を高めるために、家庭で使われている工業製品も取り扱うようにする。 

◎ 自分の調べたことや考えたことをもとに、タブレットパソコンを活用した協働的な学習を行い、友達と意見を

比べたり関連付けたりしながら学習問題に対する答えを考えさせる。 

◎ 毎時間、キーワードとなる言葉を指定して学習問題に対する自分なりの答えを書かせることで、社会的事象に

ついての考えを深めさせ、自分で表現する力を養う。 

〇 単元の終末では、これまでの学習をもとに、これからの工業生産の在り方について自分なりに選択・判断する

場面を設け、未来の日本の工業の発展について考えることができるようにする。 



６ 指導計画（全８時間・・・７時間目／８時間） 

(１)学習問題をつくる…………１時間        (２)貿易や運輸の様子……３時間 

(３)大工場と中小工場…………２時間        (４)これからの工業生産…２時間(本時１/２) 

７ 本時の目標 

〇 新しい工業製品が次々と作り出される理由を複数の資料をもとに考察し、表現することができる。 

〇 会社や工場が、社会の変化に合わせて新しい工業製品を作っていることを理解することができる。 

 

８ 本時の学習指導過程     【◎は思考力・判断力・表現力を育む指導の手立て】 

学習活動及び学習内容 指導上の留意点(〇)評価(◆) 資料・準備 

１ 最新式の掃除機を見て、工業製品が大きく変化

していることを確かめる。 

 

 

２ 本時の学習問題をたてる。 

 

 

 

〇 形状や機能が変化していることから、児童と一

緒に本時の学習問題をたてるようにする。 

 

 

〇 現在は、身の回りにある工業製品が次々と新し

くなっていることを知らせ、児童の問題意識を高

める。 

掃除機の画

像 数枚 

 

３ 学習問題に対する予想を立てる。 

 

 

 

４ 新しい工業製品と私たちのくらしの関係を調

べ、工業製品が次々と作り出されている理由を考

える。 

  (１) 個人で考える。 

    <工業製品>  

〇 洗濯機  〇 掃除機 

    〇 エアコン 〇 テレビ 等 

    <社会問題> 

    〇 環境問題 

    〇 エネルギー問題 

    〇 家庭環境 等 

  

  (２) グループで意見を出し合う。 

 

 

  (３) 全体で意見を出し合って考えを深める。 

〇 これまでの学習を想起し、予想を考えさせるこ

とで、本時の学習問題への関心を高め、解決への見

通しをもたせる。 

 

〇 これまでの学習で工業の種類については押さえ

ているので、本時では機械工業に限るようにする。 

 

〇 児童が日常生活を想起して考えることができる

ように、児童の生活にも身近な工業製品を扱う。 

◎ 製品資料と併せて社会問題資料も提示すること

で、新しい工業製品が社会の変化と関わりがある

ことに気付かせる。 

◆ 新しい工業製品が次々と作り出される理由を

複数の資料をもとに考察し、表現することがで

きる。 

 

〇 グループで考える場面では、次々と新しい工業

製品を作り出す理由に焦点を当てて考えさせるよ

うにする。 

〇 全体で考えを深める場面では、学習問題の解決

につながる言葉を板書することで、まとめにつな

げる。 

タブレット

パソコン 

資料集 

 

製品カタロ

グ 

 

 

５ 本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

６ 本時の学習で新しく分かったことを振り返る。 

 

 

７ 次時の学習について見通しをもつ。 

〇 黒板に板書したキーワードをもとに、児童にま

とめを書かせる。 

◆ 会社や工場が、会社や工場が、社会の変化に合

わせて新しい工業製品を作っていることを理解

することができる。 

〇 工業製品は私たちのくらしを便利で豊かにする

だけでなく、社会問題にも対応していることに気

付かせる。 

〇 次時は、これからどんな工業製品がつくられる

か予想を立てさせ、関心を高める。 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ新しい工業製品が次々と作り出されてい

るのだろう。 

社会問題に対応したり、人々のくらしを便利

で豊かなものにしたりするため。 



単元指導計画（８時間） 

段階 学習活動及び主な学習内容 指導上の留意点 評価【観点】〈評価方法〉 

つ 

か 

む 

・ 

見 

通 

す 

(１) 

１ 原料や工業製品の運輸の仕組みを調べ、学

習問題をつくる。(１) 

 

 

 

 

〇 どのような手段で物が運ばれている

のかに着目し、日本と外国の貿易に関

心をもたせる。 

○ 運輸は産業にとって欠かせない役

割であることから、貿易の役割につい

て自分なりの問いをもつことができ

る。 

【思考・判断・表現】〈発言・ノート〉 

調 

べ 

る 

(５)    

２ 日本の輸入の特色について調べる。(１)  

 ○ 原料やエネルギー資源の国内生産量と輸

入量を調べる。 

 ○ 輸入品の内訳と移り変わりを調べる。 

 

 

３ 日本の輸出の特色について調べる。(１) 

 〇 輸出品の内訳と移り変わりを調べる。 

  ・ 加工貿易 

 

 

４ 貿易をめぐる様々な問題があることを知 

り、日本のこれからの貿易の在り方について 

話し合う。(１) 

 〇 輸出額と輸入額の変化を調べる。 

  ・ 貿易摩擦 ・ 産業の空洞化 

 

 

５ 大工場と中小工場のちがいを調べる。(１) 

〇 大工場と中小工場の関係を調べる。 

 

 

６ 串間市にある中小企業のもっている技術に

ついて調べる。(１) 

 〇 串間市の工場で働く方に話を聞き、中小

工場の工夫や努力について考える。 

〇 おもな原料やエネルギー資源の輸入

について調べることで、日本では原料・

エネルギー資源をほとんど生産するこ

とができず、輸入に頼っていることに

気付かせる。 

 

〇 輸入品と輸出品を関連付けて考えさ

せることで、日本が加工貿易によって

発展してきたことに気付かせる。 

 

 

〇 貿易に関する問題について調べるこ

とを通して、外国との結びつきを考え、

貿易と人々の生活を関連付けて考える

ことができるようにする。 

 

 

 

 

〇 大工場と中小工場を比較させること

で、日本にある工場のほとんどが中小

工場であることに関心をもたせる。 

 

〇 中小工場と大工場の関わりを調べる

ことで、中小工場がもつ高い技術につ

いて考えさせる。 

○ 日本では、工業の原料やエネルギー

資源を多く輸入していることに気付

き、輸入が我が国にとって重要な役割

を果たしていることを理解すること

ができる。 

【知識・技能】〈ＰＣ・ノート〉 

〇 輸出品の変化を調べることにより、

これまでの日本の貿易は加工貿易と

いう形で発達してきたことを理解す

ることができる。 

【知識・技能】<ＰＣ・ノート> 

〇 貿易をめぐる様々な問題を調べ、外

国との関わりに配慮しながら貿易を

行う必要があることを考えることが

できる。 

【思考・判断・表現】<ＰＣ・ノート> 

 

 

 

〇 日本の中小工場に関心をもち、学習

問題に対する予想を考えることがで

きる。【主体的に学習に取り組む態度】 

<ＰＣ・ノート> 

〇 高い技術をもつ中小工場が工夫や

努力をして、より優れた製品を作り出

していることを理解することができ

る。 【知識・技能】<発言・ノート> 

ま 

と 

め 

る 

・ 

ひ 

ろ 

げ 

る 

(２) 

本時 

1/2 

７ 新しい工業製品の開発と私たちのくらしの

関わりについて考える。(本時) 

 〇 新しい工業製品と社会生活の関係につい

て調べる。 

  ・ ロボット  

 ・ IoT        など 

 

８ これまでの学習を振り返り、これからの工

業生産の在り方を考える。 

 

〇 児童が普段から目にしている工業製

品を取り上げて、機能について調べさ

せることで、会社や工場が社会の変化

に合わせて工業製品を作り続けている

ことを理解させる。 

 

 

〇 未来の工業の動きを知らせること

で、これからの工業生産を発展させる

ことについて考えを深めさせる。 

○ 新しい工業製品が次々と作り出さ

れる理由を複数の資料をもとに考察

し、表現することができる。 

【思考・判断・表現】<ＰＣ・ノート> 

○ 会社や工場が、社会の変化に合わせ

て新しい工業製品を作っていること

を理解することができる。 

【知識・技能】<ＰＣ・ノート> 

〇 これからの工業生産の在り方につ

いて自分の考えをまとめ、工業の発展

について考えることができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

<発言・ノート> 

単元の学習問題１ 

日本は貿易を通して世界とどのようにかかわっているのだろう。 

単元の学習問題２ 

なぜ日本の工業生産はここまで発展してきたのだろう。 



第５学年 単元「日本の貿易とこれからの工業生産」 

教材分析図 
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９ その他の資料 

 〇 学習指導要領 社会科 単元の目標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう人間性 

○ 工業生産に関わる人々は、消費

者の需要や社会の変化に対応し、

優れた製品を生産するよう様々な

工夫や努力をして、工業生産を支

えていることを理解すること。 

○ 貿易や運輸は、原材料の確保や

製品の販売などにおいて、工業生

産を支える重要な役割を果たして

いることを理解すること。 

〇 地図帳や地球儀、各種の資料で

調べ、まとめること。 

○ 工業の種類、工業のさかんな地

域の分布、工業製品の改良などに

着目して、工業生産の概要を捉え、

工業生産が国民生活に果たす役割

を考え、表現すること。 

〇 交通網の広がり、外国との関わ

りなどに着目して、貿易や運輸の

様子を捉え、それらの役割を考え、

表現すること。 

〇 工業生産、工業製品の役割、貿易

や運輸の役割などについて予想を

立てたり、各種の資料で調べたり

学習を振り返ったりして、学習問

題を追究し、解決すること。 

 

 〇 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○ 工業生産に関わる人々は、消費

者の需要や社会の変化に対応し、

優れた製品を生産するよう様々な

工夫や努力をして、工業生産を支

えていることを理解している。 

○ 貿易や運輸は、原材料の確保や

製品の販売などにおいて、工業生

産を支える重要な役割を果たして

いることを理解している。 

〇 地図帳や地球儀、各種の資料で

調べ、まとめている。 

○ 工業の種類、工業のさかんな地

域の分布、工業製品の改良などに

着目して、工業生産の概要を捉え、

工業生産が国民生活に果たす役割

を考え、表現している。 

〇 交通網の広がり、外国との関わ

りなどに着目して、貿易や運輸の

様子を捉え、それらの役割を考え、

表現している。 

〇 工業生産、工業製品の役割、貿易

や運輸の役割などについて、これま

での学習経験をもとに学習問題に対

する予想を考えようとしている。 

〇 我が国の工業生産について、主体

的に問題解決しようとしたり、より

よい社会を考え学習したことを社会

生活に生かそうとしたりしている。 

 

  



〇 使用する資料関係(授業では、黒板に掲示すると共に、児童用パソコンにデータとして配付する予定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和２年度 東京都 

新型コロナウイルス 感染経路状況 



〇 授業で使用するパソコンノートについて 

 授業では MicrosoftのOneNote を使用する。（以下は配付予定のデータとして）） 

※ OneNoteの詳細についてはMicrosoftのＨＰ等をご参照ください。 

【資料配布の画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協働作業時の画面】 

 

 


